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（8種類）
00001
ニホン　タロウ

日本　太郎　様

東京都文京区本駒込２－２８－１６　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
医療法人　オルカ医院　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

03-3946-0001

山田　次郎

１日２回朝夕食後に
１４日分
全１４錠

 1 ニフェジピン１０ｍｇ徐放錠

１日１回夕食後に
１４日分
全１４錠

 2 プラバスタチンＮａ塩錠１０
ｍｇ「タナベ」

指示された食事療法や運動療法をきちんと守
ってください。

肝臓のコレステロール合成を阻害
することにより、血液中のコレス
テロールを低下させ、血清脂質を
改善させます。
通常、高脂血症、家族性高コレス
テロール血症の治療に用いられま
す。

１日１回朝食後に
１４日分
全１４錠

 3 カンデサルタンＯＤ錠１２ｍ
ｇ「ＥＥ」

血圧が下がりすぎることにより、めまい、ふ
らつきがあらわれることがありますので、高
所での作業、車の運転など危険をともなう機
械の操作などには十分注意してください。

血管を収縮して血圧を上げる体内
の物質であるアンジオテンシンＩ
Ｉの受容体に拮抗し、末梢血管の
抵抗を低下させて血圧を下げる薬
です。
通常、高血圧症の治療に用いられ
ます。

１日１回朝食後に
１４日分
全１４錠

 4 ネシーナ錠２５ｍｇ 指示された食事療法や運動療法をきちんと守
ってください。
低血糖を起こす事がありますので、高所での
作業、車の運転など危険をともなう機械の操
作などには十分注意してください。また、こ
の薬を飲んでいることをご家族やまわりの方
にもお知らせください。
低血糖症状が起こった時には十分量の糖分（
砂糖、ブドウ糖、清涼飲料水など）をとるよ
うにしてください。α－グルコシダーゼ阻害
剤（ボグリボースやアカルボースなどの糖分

血糖値を一定に保つ働きをするホ
ルモンであるインクレチンを分解
する酵素（ＤＰＰ－４）を阻害し
ます。
血糖値が高いときにインスリン分
泌を促し、グルカゴン分泌を抑制
して、血糖コントロールを改善し

の吸収を遅らせる薬）と同時に服用中の方は
、低血糖症状が起こった時にはブドウ糖をと
るようにしてください。

ます。
通常、２型糖尿病の治療に用いら
れます。


